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 しばらく発行が止まっておりました「きずな」です。

様々な方面からご心配の声をいただき、心苦しく思いま

す。 

 前回発行の７月中旬より私たちの環境では様々な行

事が行われました。 

 今回は①７月下旬に開催されました「センター講座」、 

②「ふらのフォーラム」について、ご紹介をいたします。 

「今更？」と言わず、同じ話でも２回聞き、３回聞きし

ていると、聞くごとに新しい発見があるそうです。 

 今だからこそ、改めて振り返るのも、良いことだと確 

信しております！ 

 

（ええ！決して言い訳 

ではありませんとも！） 

      

 

 

 

 去る７月３０日～３１日に行われました。 

 今年度から開催時期を繰り下げ、夏季休業中の開催と

なり、沢山の参加者を期待しておりましたところです。 

 参加は３７名（上川２５名、旭川１２名）と例年より

多くの参加者をかかえることとなりました。 

 参加された皆さん、お疲れさまでした。 

 また、講師として講義頂きました、菅原さん、そして

議論の提言としてこの日のために練り上げてきました、

坂本さん・小林さん、ありがとうございました。 

日程の詳細は前号でのとおりです。 

第１日目に講話「学校事務における今日的課題」とし

て富良野市立山部中学校 菅原さんより改めて北海道

の学校事務の歴史

をひもとき，そこか

ら見えてくるもの

『学校事務のみえ

る化』について、お

話をいただきまし

た。 

 

昼からは教職員事務センターより坪野正和主任によ

る給与事務に関する説明、更に旭川から永山西小学校 

高田さんより「学校事務の現状と未来」について旭川の

現状を中心に、将来の旭川での事務、そこからの全道で

の学校事務を考えるお話がありました。 

 

 第２日目は上川・旭川それぞれより、提言がありまし

た。 

上川からは上富良野町立上富良野中学校 坂本さん、 

富良野市立富良野小学校 小林さんによる「日常業務を

とおしてあらためて人とのつながりを考える」、旭川か

らは千代田小

学校  荻洲さ

んによる「旭川

の今」と題した

それぞれの特

色のある内容

でした。 

 引き続き，午

後からは分散会が２つに分かれて行われました。 
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 Ａ・Ｂ２つに分かれ、事前に用意した職員会議での提

案文書、及び「自分の机の写真」（準備は任意）につい

て各自持ちより、交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のセンター講座を受講した参加者から、感想をい

ただきましたので、こちらへ掲載いたします。 

 

 ----------------------------------------------------- 

「学校事務実務」を受講して 

        占冠村立トマム小中学校 法島賢哉 

 

初めまして、トマム小中学校事務職員、法島賢哉と申

します。拙い文ですが、温かい目で見てくださればと思

います。 

新採用という事で事務職員になって５ヶ月ほど経ち

ましたが、事務職員という職業、「領域」に対する理解

度はまだまだ低いものだと痛感しています。 

今回の研修を通じて、事務職員の職務や領域をどのよ

うにみなさんが捉えているのか、また実際の給与事務に

ついてなどを勉強できればと思い参加しました。 

菅原さんの講座では事務職員の職務の歴史、現在の職

務の理解から何が見えてくるのか、というテーマの中で

お話を聞くことが出来ました。私にはまだすべてを理解

することは出来ませんでしたが、部分的に理解できた点

もありました。 

お話の中で、事務職員は情報の入口にいて情報の取捨

選択をしていく力が求められる、という点は特に最近自

身が悩んでいた点でした。 

何が必要なのかという線引

きは経験に基づいて判断して

いく事だと思いますが、経験

の浅い私にとってはその線引

きというのは難しいと感じていて日々学ばなければい

けないと感じています。 

給与事務説明では、各手当のケースについての説明で

した。特に４月、５月は事務センターから手当関係の事

で毎週電話があり、とても苦戦していました。 

そんな経緯もあって手当の説明を受けてイメージは

していますが、実際にそのケースに直面しないと自分の

ものにならないような気がしています。 

最後に、４月から何も分からない状態でスタートした

事務職員ですが、本当に前任者の方、近隣の方、そして

上川管内の事務職員の方々に助けられて毎日仕事をし

ています。「何か困ったことあるかい？」と多くの人に

気にかけてもらい、本当に感謝してもしきれない気持ち

です。これからも子どもを一番に考えながら、どんな事

務職員になりたいかを模索し続けたいと思います。 

 

  ----------------------------------------------------- 

上川教育研修センター講座を受講して 

富良野市立東小学校 柳原拓也 

 

 夏真っ盛りの７月３０日・３１日両日でおこなわれた

上川教育研修センター主催の「教育活動の円滑化を図る

学校事務実務」講座を受講しました。 

 この４月の異動で根室管内より赴任したため、上川管

内で協議会や教研サークル以外に事務職員の研修活動

をおこなっていることに驚きました。 

 さて、２日間おこなわれた講座ですが、２日目につい

て若干の報告をさせていただきます。 

 ２日目は、旭事協および上事協による提言①・②、昼

食休憩をはさみ研究協議の分散会の日程となっていま

した。 

 旭事協による提言の中で、旭川市内だけで７９校ある

ことに驚いたとともに（ちなみに根室管内全体で４６校

です・・・）、４０歳以上の

事務職員が９割を占めてい

ることにもとても驚きまし

た。また、旭川市の学校間連

携についての説明もあり、大

所帯ならではのやり方やとりくみ方が参考になりまし

た。備品管理や情報共有の在り方など、自治体の規模に

よってかわるやり方が参考になりました。 
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 上事協の提言は、日常業務をとおしてあらためて人と

のつながりを考える内容となっており、「私のネットワ

ーク状況」を各自持ち寄りましたが、あらためて自分の

仕事環境や状況を振り返ることができとても良かった

です。また、提言の中で、経験年数や勤務年数、学校環

境などによってもネットワーク状況のグラフが変わる

ことから、その時々で形が変わっていいのではとのアド

バイスもいただきました。 

 昼食休憩後の研究協議では、２グループに分かれての

分散会となりました。研究協議は、各自持ち寄った「自

分の机と引き出し」「書棚（書庫）」）の写真の説明と、

直近で事務職員として提案した内容についての説明を

おこないました。各自の個性が活きている机上に感心す

るとともに、わかりやすい提案に努めていることを積極

的に見習わなければと気持ちを新たにしました。 

 また、若い事務職員からの悩みや疑問、先輩事務職員

の視点やアドバイスなど、自分自身の刺激になる内容で

した。 

 一人職種だからこそ人とのつながりを大切にして、連

携して仕事をしていくことの必要性を感じ取れた研修

講座でした。 

 準備や運営にあたった上事協・旭事協役員のみなさん、

ありがとうございました。 

 

 ----------------------------------------------------- 

法島さん、柳原さん、素晴らしいレポートをありがと

うございました。 

また、当日ご参加されました皆様、お疲れさまでした。 

今回の講座は、かなり、周りからの発言も多く、より

私たちのおかれている環境について、身に感じることが

多かった講座でした。 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

時期が前後しますが、去る 7 月２７日（月）に札幌市

ホテルユニオンにて「ふらのフォーラム 2015 in 札

幌」が開催されました。 

２０１１年よりスタートし、今年で５年目を迎えてい

ます。 

今年の参加者は７８名で熱気に包まれ、盛大に開催を

迎えることとなりました。 

 午前は上事協中央ブロックよりレポートの発表、午後

には日本大学文理学部 准教授、末冨 芳氏による講義、

パネルディスカッションという日程でした。 

こちらもセンター講座同様、参加された会員からの感

想をいただきましたので掲載いたします。 

 ----------------------------------------------------- 

ふらのフォーラムに参加して 

富良野市立山部小学校  神田 和磨 

 

 ７月２７日に札幌で開催されました、ふらのフォーラ

ムに参加させて頂きました。１日日程のフォーラムは３

部構成になっていて，第１部は上川中央ブロックの方々

のレポート，第２部では，日本大学教授 末冨先生の講

演を聞いてきました。第３部では，上川のレポートを発

表された方３名と末冨先生，名達さん，久保さんがパネ

リストになり，常陸さん司会のパネルディスカッション

を聞いてきました。 

中央ブロックさんのレポートでは，「取り組みの定型

化」，「自治体の枠を超えた交流」が進められていること

が示されていました。私も毎日，上事協Ｗｅｂを開いて

おき，日々の実務や実践において，わからないことや悩

んでいることの参考にさせて頂いています。 

第２部の末冨先生の講演は，子どもの貧困と向き合う

学校の役割についての内容でした。誰もがいつでも，希

望する質の高い教育を受けられる社会の実現に向けた

取り組みについて，いろいろとお話を聞き，学校に戻っ

たときに自分にできることは何かと考えるきっかけと
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なりました。子どもの貧困について学んだことを先生方

にも環流すること，また就学援助制度について，保護者，

教職員の方々にさらに知ってもらえるよう，わかりやす

く情報を発信していこうと思います。 

 現在，学校事務職員として採用され，３年目になりま

した。ふらのフォーラムや他の研修会に参加させて頂く

と，普段一人で働いているだけでは気付かないことや新

しい発見があります。ただ参加して終わりではなく，少

しでも自分の学校にも還元できるようにしていきたい

と思います。 

 

 ----------------------------------------------------- 

「２０１５ふらのフォーラム in さっぽろ」に参加して 

富良野小学校 小林 篤史 

 

 今年は初めての札幌開催で，３０度近い暑さの中，全

道各地から約８０名がホテルユニオンに集まりました。

午前中は中央ブロックのレポート発表，午後から日本大

学文理学部准教授・末冨先生の講演とパネルディスカッ

ションが行われました。 

 中央ブロックの発表では，「学校づくり」を具現化し

ていくための「教育環境整備」の推進，そのベースには

学校間連携があることを，具体的な実践を紹介しながら

発信していました。聞いていた私たちが，明日から自分

も頑張ろう！と自然と元気になれる，そして，上川は学

校間連携をやっています！と胸を張れる，とても素晴ら

しい発表でした。 

 午後からの末富先生の講演は，子どもの貧困について

でした。２０１３年から急激に子どもの貧困が進み，ま

だまだ経済的支援が充実していない現状を知りました。

諸外国に比べ，公費よりも私費の割合が多く，もっと教

育にお金をかけなければ貧困解決にはならないなと強

く実感することができました。 

資料で見たデンマークの小学校は，外観はまるで『蔦

屋書店』のようで，これが学校か！と驚きました。しか

し就学援助率が６８％と聞いてさらに驚き，貧困に左右

されない教育環境が必要だなと感じました。 

また，貧困対策のために学校事務職員ができることと

して，まだまだ保護者に就学援助制度が届いていない， 

積極的な発信と手続きサポートが必要という言葉が

深く印象に残った講演でした。 

 パネルディスカッションでは，全道協議会の常陸会長

が司会で，中央ブロックの発表者の，坂田さん・藤井さ

ん・紙谷さんと，名達さん・久保さん（南幌小）・末冨

先生とのディスカッションでした。 

末冨先生が中央ブロックの発表を聞けていなかった

こともあり，多少かみ合っていない部分もありましたが，

末冨先生から，修学旅行の保護者負担を真剣に考えてみ

ては？教員は貧困に対して無知では？という部分は今

後考える部分だなと，考えさせられました。 

 毎年，末冨先生や尾﨑先生のお話を聞ける貴重な機会

として勉強になっているふらのフォーラムが，今年は中

央ブロックのレポート発表でより充実したフォーラム

となっていました。 

レポート発表された，坂田さん・藤井さん・紙谷さん，

本当にお疲れ様でした。 

私個人は，真夏日の中，昼食のスープカレーでさらに

汗だくになり，夜は札幌の夜を堪能しました。遊んでば

かりかな？と思われてしまいますが，安心してください。

次の日ちゃんとミッション研修に参加しています。 

 

 ----------------------------------------------------- 

 神田さん、そして小林さん、ありがとうございました。 

 また、中央ブロックよりレポート発表されました、鷹

栖小坂田さん、当麻小藤井さん、東川第二小紙谷さんに

おかれましては、隙の無い立派な発表お疲れ様でした！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
次回は北海道公立小中学校事務研究大会につ

いて、当日の様子などをご紹介致します！ 
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レンケイジャー！® 富良野小 小林さん作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早くも冊子版原稿募集のお知らせです！ 

日頃の皆さんの思う事や身の回りの出来事、 

ご紹介お願いいたしたく、ご案内いたします！ 

 

内容は自由です！ 

Ａ４一枚「程度」（自由にお願いします） 

一太郎、Ｗｏｒｄ、手書きなど・・・字数なんて、 

なにそれ？おいしいの？的扱いでＯＫです！ 

Ａｒｔな表現、思いの丈、表現は人それぞれ、その自由を 

皆様で出し合い、皆様で楽しみたいと思います。 

 

締め切りは冬休み明け！ 

宛先は、比布中学校 我妻 誠 までお願いします。 

e-mail  the.haguki@gmail.com 

〒078-0322   比布町北 2線 8号 比布中学校 

Ｆａｘ 0166-85-2149 

よろしくお願いいたします！！！！！！！！！！！！ 
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